
 

令和５年度 移住相談体制の整備について 

 

１．安曇野移住支援ネットワーク（仮称）の設置 

⑴ 主旨 

安曇野市への移住相談は、市の窓口（移住定住推進課）だけでなく、さまざまな

立場の方（ゲストハウスなど宿泊施設、区など）が担っている状況です。現状では

このような皆さんとのつながりが少ない状況であることから、移住に関わる情報や

課題を共有することで、相談窓口の強化、地域コミュニティへの理解を進めること

が狙いです。 

⑵ 具体的な取り組み 

  本年度は、年３回程度の会議を開催。各種相談窓口・パンフレット・相談時に役

立つ情報の紹介、地域コミュニティとの係わりなどについて懇談し、情報共有を行

います。 

⑶ 設立時期 

  令和５年 9～11月予定 

⑷ 定員と募集 

  10人程度（募集方法などは検討中） 

⑸ 暮らし支援協議会との棲み分け 

  「移住支援ネットワーク」は、実質的に移住希望者の相談を担っている皆さん（宿

泊事業者、区等）を中心に連携し、移住相談の充実化を図ります。 

「暮らし支援協議会」は、専門的な相談や事業を担う各組織（県、職安、商工会、

NPO 等）の集まりであり、主に各団体の事業実施のための情報交換、市の事業への

意見聴取を中心とした内容となります。 

 

２．移住関連イベントでの講師・相談員の依頼について 

⑴ 主旨 

  「暮らし支援協議会」の専門性を活かし、セミナーなどの内容に応じて講師や相

談員をお願いすることを考えています。回数や時期などは決まり次第、個別に依頼

させていただきます。 

⑵ 令和５年度の移住関連イベント（予定） 

・ オンラインセミナー 10回程度 

・ 移住セミナー・相談会 東京・名古屋・大阪 各２～３回 

・ 現地体験ツアー ２回 

・ 移住フェア出展 東京・大阪 各１回程度 

・ 東京 KITTEでのＰＲイベント（移住定住推進課・観光課・農政課合同）１回 
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